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第８期計画における施策体系

• 現行の第８期計画における施策体系は以下のとおりです。
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総合振興計画等の動向

• 最上位計画である第２次久喜市総合振興計画（令和５年度～令和14年度）では、高齢者福祉施
策の取組方針として「シニアが元気に生き生きと輝ける社会をつくる」と設定されています。

高齢者福祉施策の取組方針

シニアが元気に生き生きと輝ける
社会をつくる
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総合振興計画等の動向

• 福祉分野の上位計画である第３次久喜市地域福祉
計画・地域福祉活動計画（令和５年度～令和９年
度）では、基本理念を「ともに生き、ともに安心して暮ら
すことのできる地域社会づくり」としています。

• この計画では、高齢者福祉施策に限定した取り組み方
針等は定められていませんが、福祉分野全体として地
域共生社会の実現を目指すものとなっています。
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国の動向

• 厚生労働省が示す、第９期計画の基本的な考え方、見直しのポイント（案）については以下の通りで
す。第８期計画策定時に示された考え方から大きく変化するものはありません。

第６期計画以降進められ
てきた地域包括ケアシステ
ムは継続。

介護人材の確保、介護現
場における生産性向上が必
要という認識。

介護サービスの確保と在宅
サービスの整備の重要性が
論じられている。
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久喜市における高齢者福祉施策を検討する上での留意
事項

（厚生労働省の動向）

• 「地域包括ケアシステムの深化・推進」は引き続き取り組むことが求められています。住み慣れた地域での
暮らしの継続をベースにとする考え方に変わりはありません。（＝在宅でのサービス利用が基本）

• 第８期計画策定時の厚生労働省の考え方から大きく変化したことはありません。

（久喜市の動向）

• 第２次久喜市総合振興計画における高齢者福祉施策の取り組み方針として「シニアが元気に生き生き
と輝ける社会をつくる」を掲げています。

• 高齢者実態調査では「自宅で医療行為や介護を受けて生活したい」が40.3％を占めるほか、要介護認
定者調査でも「自宅で必要な医療行為や介護を受けたい」が42.1％、「人生の最期は自宅で迎えたい」
が39.1％となっており、在宅での生活や最期を希望する人が多くなっています。自宅での生活を可能な限
り継続できるよう、介護保険サービス、生活支援サービスの充実を図っていく必要があります。

• 地域共生社会の構築に向けては、高齢者福祉分野の取り組みだけでは不十分であり、障害者福祉、子
ども・子育て支援などを含めたより広範な施策の推進が必要です。また、「2040年への備え」についても、
介護人材やサービスの確保だけではなく、高齢者による社会参加や介護予防・認知症予防など、高齢者
福祉施策を総合的に推進する必要があります。
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施策体系の修正案
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１ 地域の包括支援体制を整える

２ 健康でいきいきとした暮らしを支える

３ 安全で誰もが住みやすいまちをつくる

４ 介護サービスを確保し、住み慣れた地域での
暮らしを守る

（１）地域ケア会議の推進
（２）地域包括支援センターの体制強化
（３）地域における支え合い活動の推進
（４）在宅医療・介護連携の推進
（５）認知症高齢者・家族等への支援と普及啓発

（１）生きがいづくりの推進と就労支援
（２）社会参加活動の支援
（３）健康長寿のための健康づくりの推進
（４）高齢者福祉サービスの充実
（５）高齢者の居住安定に係る施策との連携

（１）高齢者の権利擁護・虐待防止
（２）災害対策・単身高齢者等対策の推進
（３）感染症に対する備え
（４）高齢者にやさしいまちづくり

（１）介護保険施設・サービスの充実
（２）地域支援事業の充実
（３）自立支援・重度化防止等に向けた取り組み
（４）介護保険サービスの質の確保と向上・人材の確保

と育成

• 現行計画の施策体系を維持しつつ、基本目標３と基本目標４について、よりイメージが伝わりやすい表現・他の
基本目標と比較して統一感のある表現とします。

• 現行計画で設定していた基本方針は削除し、シンプルなものとします。「地域共生社会の実現」は高齢者福祉
施策から達成を図る事項として位置付けます。「2040年への備え」は、主に基本目標４に掲げる施策の推進を
通じて達成すべき事項とし、施策体系では明記しません。

基本理念 基本目標 施策の方向性
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